
浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する官民フォーラム

○浮体式洋上風力発電の大量導入に向けた海上施工や関連船舶に関する諸課題について、官民が連携し、横断的な議論
を促進するため、令和６年５月に「浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する官民フォーラム」を設置。

○令和６年８月に第３回を開催し、「浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する取組方針」を提示。

➢ 浮体式洋上風力発電設備の大量導入を進めるためには、浮体の組立・設置など多岐にわた
る海上施工や関連船舶に関する諸課題について、様々な主体が連携の上、制度設計や技
術検討を計画的に進めることが必要。

背景

➢ 浮体式洋上風力発電の大量導入に向けた海上施工や関連船舶に関する諸課題について、官民が連携し、横断的な議論を促進するため、「浮体式
洋上風力発電の海上施工等に関する官民フォーラム」を設置・開催。

浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する官民フォーラム

➢ 「取組方針」に基づき、今後①～④の取組を深化
➢ 特に、①施工シナリオ、④各種調査・研究に関する具体的な議論を実施するため、「官民WG」を設置（第１回：R6.12.17、第２回：R7.3.7 ）

国土交通省（総政局、海事局、港湾局、
国総研）、うみそら研、関係機関（海事、
港湾）、マリコン、ゼネコン、造船、海運、学
識経験者 等

構成員

R6.5.21  第１回
R6.6.25  第２回
R6.8.29  第３回（「取組方針」の提示）

開催経緯

①施工シナリオの検討
• 浮体基礎の種類別など複数ケースの海上施工シナリオについて検討 ※シナリオ策定後、②～④の検討に反映

②港湾インフラ・関係船舶確保等のあり方に関する検討 
• 浮体式の大量導入を可能とする港湾の機能や、船舶の需要見通しと確保に向けた取組みの検討

③設計・施工・維持管理に係るガイドライン等の整理 
• EEZへの展開も踏まえたガイドライン等について整理

④各種調査・研究の推進
• 【国】技術的・制度的な調査・研究、【民間】協調領域の連携枠組みの構築

浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する取組方針

1

「取組方針」を踏まえた対応

参考資料６



官民フォーラム・官民ＷＧでのこれまでの議論
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令和６年５～８月 第１～３回官民フォーラム
・浮体式洋上風力発電の海上施工等に関する取組方針の提示
（取組方針のうち、①施工シナリオ、④各種調査・研究についてはＷＧで議論することを位置づけ）

令和６年12月17日（火） 第１回官民WG
・官民WG参加者へのアンケート結果を踏まえた論点整理及び議論
（浮体式洋上風力発電の海上施工シナリオ、海上施工に関する調査・研究の方針）

令和７年３月７日（金） 第２回官民WG
・浮体式洋上風力発電の海上施工シナリオの整理
・浮体式洋上風力発電の海上施工に関する調査・研究方針の整理 等

※第１回の議論を踏まえ、事務局において
ヒアリングやアンケート等を実施



資機材保管港

浮体式洋上風力発電の海上施工シナリオ

浮体製造 設置海域浮体保管・アッセンブリ

アンカーハンドラー船
の確保

関係船舶（CTV、
SOV等）の確保

アンカー積出港

O&M港 作業船拠点港

係留索・チェーン、アンカー
の準備・積込み・設置

浮体設置に先立ち
把駐力試験を実施

O&Mや試運転等にも活用
することによりライフサイクル
全体の効率化が図られる 設置海域までの曳航

（１～２日程度）

資機材搬入

水域で施工することで港湾のスペックに
よる制約を受けにくく、港湾への負担
（風車組立・搭載や曳航等）も分散

風車組立・搭載

洋上変電所

設置海域

地盤条件等の適切な把握

浮体基礎製造ドック・ヤード

静穏水域までの曳航
（1～2週間程度）

冬季を含め、荒天に
対応可能な静穏水域
（着底保管）航路利用に

係る調整

海上作業基地
（風車組立・搭載）

沖合における効率的かつ
安全な施工方法の確立

製造地からの
資機材搬入
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設置海域における施工方法の確立
（安全確保や施工の効率化を含む）

※ 年間作業可能日数に留意

保管・施工水域の確保

※ 生産能力等に応じ
規模は異なる

海上施工シナリオ【海上作業基地活用（セミサブ型）】

前提条件
設置水深 設置場所 設置基数 風車サイズ 浮体基礎のタイプ 浮体基礎の部材

200m 沖合20km程度 60基 15MW機 セミサブ型／スパー型 鋼製／コンクリート製

アンカーの形式 係留方法 係留索の素材 係留本数 施工期間 アッセンブリ場所・方法

ストックレス
（ドラッグアンカー）

カテナリー係留 チェーン／ハイブリッド ６本 ２年
岸壁／作業船
／海上作業基地

○海上施工においてボトルネックとなり得る点の具体化等を図るため、「浮体式洋上風力発電の海上施工シナリオ」を整理。
○今後、港湾インフラのあり方検討、ガイドライン等の整理、官民での各種調査・研究等に活用することを想定。



浮体式洋上風力建設システム技術研究組合の概要

浮体式洋上風力建設システム技術研究組合 【略称：FLOWCON】
（Floating Offshore Wind Construction System Technology Research Association）

令和7年1月20日

浮体式洋上風力発電の大量導入に向けた合理的な建設システムの確立を図るため、
①大量急速施工の実現、②合理的な建設コストの実現を目的とする

（１）合理的な建設システムに関する研究（風車搭載作業の生産性向上）【WG１】
（２）海上作業基地に必要な技術開発 【WG２】
（３）海上施工に関わる気象海象予測システムの開発 【WG３】

研究内容

名称

設立認可日

研究目的

WG１：浮体式洋上風力発電の合理的な建設システムに関する研究
WG３：海上施工に関わる気象海象予測システムの開発

WG２：海上作業基地に必要な技術開発

(一財)沿岸技術研究
センター

(国研)海上・港湾航
空技術研究所
港湾空港技術研究所

(一財)港湾空港総合
技術センター

アドバイザー
（３者）
※参画予定

浮体式洋上風力  
技術研究組合
（FLOWRA）

組合員（７者）

 五洋建設、東亜建設工業
東洋建設、若築建設
日鉄エンジニアリング
IHI運搬機械、住友重機械工業

賛助会員（３者）

 カナデビア
JFEエンジニアリング
 ジャパン マリンユナイテッド

FLOWCONの体制

総 会

運営委員会

事 務 局

理 事 会

WG２WG１ WG３

■構成員

技術
交流

助言
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